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(2) 

水族館完成図寸

日本海海洋博物館

1> 

渓流から深海ヘ

県
内
唯
一
の
水
族
展
示
施
設
で
当
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
現
水

族
館
の
老
朽
化
に
よ
り
新
水
族
館
の
再
建
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
新
魚
津
水
族
館
の
全
容
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

新
水
族
館
は
現
在
の
水
族
館
よ
り
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
魚
津
市

三
ケ
早
月
川
右
岸
で
、
昭
和
五
十
一
年
よ
り
計
画
造
成
中
の
魚
津
市
総
合

公
園
(
約
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
)
内
で
、
今
秋
か
ら
総
工
費
約
十
二
億
五

千
万
円
で
着
工
し
、
来
年
秋
ご
ろ
に
完
成
の
予
定
に
な
り
ま
し
た
。

建

市
民
の
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に

当
市
の
水
族
館
は
、
最
初
、
大
正
二
年

富
山
県
主
催
の
一
府
八
県
連
合
共
進
会

の
第
二
会
場
と
し
て
創
立
さ
れ
、
大
正

三
年
、
当
時
の
魚
津
町
に
払
い
下
げ
ら

れ
て
以
来
、
日
本
海
側
で
最
初
の
唯
一

の
水
族
館
と
し
て
、
ま
た
、
当
時
の
日

本
五
大
水
族
館
の
一
つ
と
し
て
、
旧
東

京
帝
国
大
学
の
水
産
研
究
所
も
併
設
し

て
運
営
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
十

九
年
に
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
、
事

情
止
む
な
く
閉
鎖
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
九
年
、
富
山
産

業
博
覧
会
を
機
会
に
、
第
二
会
場
と
し

て
日
本
海
側
の
最
大
規
模
の
現
在
の
水

族
館
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
当
市
は
も

と
よ
り
近
県
の
多
数
の
人
々
が
社
会
教

育
及
び
観
光
の
施
設
と
し
て
、
更
に
、

圏
内
、
圏
外
の
研
究
者
の
研
究
の
場
と

し
て
利
用
さ
れ
、
大
正
三
年
か
ら
現
在

に
い
た
る
ま
で
五
十
余
年
の
半
世
紀
に

わ
た
る
長
い
歴
史
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
。

今
度
建
替
え
ま
す
と
、
日
本
の
水
族
館

約
百
二
十
館
中
、
三
度
も
再
建
す
る
の

は
魚
津
水
族
館
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

新

新
水
族
館
で
は
、
こ
の
魚
津
水
族
館

の
歴
史
を
継
承
し
な
が
ら
、
新
し
い
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
感
覚
と
、
海
洋
思
想

や
自
然
保
護
を
も
盛
り
込
み
、
従
来
の

社
会
教
育
的
伝
統
も
守
り
つ
¥
親
子

で
対
話
し
な
が
ら
一
日
楽
し
め
る
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
的
内
容
を
も
配
慮
し
た

も
の
で
す
。
更
に
、
冷
暖
房
設
備
も
完

備
し
、
冬
期
間
休
館
す
る
こ
と
も
な
く

年
中
無
休
の
、
日
本
全
国
の
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
施
設
内
容
で
す
。

新
水
族
館
は
鉄
筋
三
階
建
て
(
一
部
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待ち望んだ

四
階
)
の
ど
っ
し
り
し
た
建
物
で
す
。

延
べ
床
面
積
は
、
約
四
千
三
百
八
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
一
階
に
は
水
槽
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
海
水

・
淡
水
の
受
水
槽
、

ボ
イ
ラ
ー
室
、
プ
ロ
ワ
室
、
自
家
発
電

室
、
冷
凍
室
等
、
水
族
館
の
心
臓
部
で

あ
る
水
処
理
と
機
械
室
が
主
体
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
大
き
な
無
料
休
憩
室
も

あ
り
ま
す
。

二
階
か
ら
三
階
に
か
け
て
展
示
水
槽

が
並
ん
で
い
ま
す
。
新
し
い
水
族
館
で

は
今
ま
で
の
分
類
的
な
展
示
方
法
を
極

力
さ
け
て
、
自
然
環
境
に
近
づ
け
た
生

態
的
な
展
示
を
重
点
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
と
ち
が
っ
て
観
客
通
路

は
、
す
べ
て
ゆ
る
い
ス
ロ
ー
プ
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
身
障
者
の
人
は
車
椅

子
で
、
お
年
寄
り
の
人
や
小
さ
な
子
供

さ
ん
も
楽
々
と
二
階
三
階
へ
と
上
が
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

階
段
や
ス
ロ
ー
プ
で
二
階
の
入
口
に

入
り
ま
す
と
、
渓
流
か
ら
河
口
ま
で
に

わ
た
る
日
本
の
淡
水
魚
水
槽
、
人
喰
い

魚
の
ピ
ラ
ニ
ヤ
等
の
熱
帯
淡
水
魚
水
槽
、

波
の
寄
せ
る
い
そ
の
生
態
水
槽
、
日
本

海
独
得
の
寒
流
と
深
海
魚
水
槽
、
暖
流

や
サ
ン
ゴ
礁
水
槽
が
あ
り
、
中
で
も
、

長
さ
十
一
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
六
メ
ー
ト

ル
、
深
さ
三
・
六
メ
ー
ト
ル
、
水
量
約
二

百
二
十
ト
ン
の
大
海
洋
水
槽
に
は
、
回

遊
魚
の
ブ
リ
中
心
に
、
タ
イ
や
ヒ
ラ
メ
、

ア
カ
エ
イ
等
約
四
千
尾
が
一
緒
に
み
ら

れ
、
海
そ
の
も
の
の
感
じ
の
す
る
水
槽

で
、
女
性
ダ
イ
パ

l
が
餌
つ
け
を
す
る

予
定
で
す
。

ホ
タ
ル
イ
カ
、

マ
ツ
カ
サ
ウ
オ
等
の

~ 

発
光
動
物
水
槽
は
、
特
別
コ
ー
ナ
ー
と

し
て
発
光
を
見
せ
ま
す
。
ま
た
、
二
階

か
ら
三
階
へ
の
ス
ロ
ー
プ
に
、
肺
魚
、

盲
魚
、
ウ
ミ
ヘ
ビ
、
ウ
ツ
ボ
等
の
水
槽

や
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
、
ヤ
ド
カ
リ
、

イ
セ
エ
ビ
、
毒
魚
、
共
生
魚
等
の
生
態

を
二
十
四
個
の
水
槽
で
展
示
し
、
こ
れ

を
見
な
が
ら
、
自
然
と
三
階
に
上
っ
て

い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

三
階
で
は
、
ク
ラ
ゲ
、
イ
カ
、
タ
コ

サ
メ
の
群
遊
等
の
特
殊
生
態
水
槽
や
日

本
海
の
サ
ン
ゴ
や
シ
ラ
エ
ビ
、
ア
カ
エ

ビ
な
ど
の
生
態
を
見
せ
る
円
型
水
槽
、

電
気
ウ
ナ
ギ
の
放
電
実
験
水
槽
や
、
魚

の
生
態
を
利
用
し
た
シ
ョ
ー
水
槽
、
体

長
三
メ
ー
ト
ル
に
な
る
世
界
最
大
の
淡

水
魚
水
槽
、
そ
の
他
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
、
海
亀
プ
l
ル
、
ペ
ン
ギ
ン
、

ア
シ
カ
プ
l
ル
等
の
約
六
十
三
個
の
展

示
水
槽
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
、
標
本
等
の
展
示
資
料
室

や
、
海
洋
や
海
洋
動
物
の
ス
ラ
イ
ド
を

映
写
し
た
り
、
子
供
達
の
質
問
を
受
け

る
レ
ク
チ
ャ
ホ
1
ル
等
も
あ
り
、
養
殖

実
験
室
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
培
養
室
、
研

究
室
、
観
客
の
た
め
の
医
務
室
等
も
あ

り
ま
す
。
屋
上
で
は
、
休
憩
し
な
が
ら

富
山
湾
や
立
山
連
峰
が
展
望
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
、
日
本
海
の
代
表
的
水
族
館

の
施
設
内
容
と
な
る
予
定
で
す
。
一
方

国
内
は
も
と
よ
り
、
国
外
の
水
族
館
や

研
究
機
関
と
の
交
流
も
さ
か
ん
に
行
え

る
施
設
で
も
あ
り
広
い
視
野
に
立
っ
た

水
族
館
と
も
い
え
ま
す
。

(3) 
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シ
の
ズ

告
一
来

申
タ
到

〈〉
申
告
期
限
は

三
月
十
五
日
備
で
す

申
告
用
紙
は
二
月
中
旬
に
各
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
配
付
し
ま
し
た
が
、
同
封

の
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」
を
よ
く
お

読
み
に
な
っ
て
、
必
要
事
項
を
記
入
さ

れ
、
市
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
申
告
用
紙
が
届
い
て
い
な
か
っ
た

り
紛
失
さ
れ
た
方
は
税
務
課
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
会
社
等
の
勤
め
の
方
又
は
家

族
の
扶
養
者
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
申

告
書
が
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

〈
〉
申
告
の
必
要
な
方

①
五
十
四
年
一
月
一

日
現
在
魚
津
市

に
住
所
の
あ
る
方
(
住
民
登
録
を
さ
れ

て
る
方
)

②

事

業

所
得
等
(
商
業

・
工
業

・
農

業

・
医
薬
業

・
不
動
産

・
譲
渡
・配
当
・

利
子
等
)
の
あ
っ
た
方
。

ことしも所得税の確

定申告と市県民税の申

告時期が来ました。

この申告は、 54年度の

課税基礎資料となる大

切なものですから、納

得のし 1く税金が納めら

れるよう正しい申告を

しましょう。

③
給
与
所
得
の
ほ
か
に
他
の
所
得

(
配
当

・
不
動
産

・
譲
渡

・
農
業
所
得

等
)
の
あ
っ
た
方
。

④
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
五
十
三

年
の
中
途
で
退
職
等
の
た
め
、
所
得
税
の

年
末
調
整
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
方
。

⑤
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
雑
損
控

除
、
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
。

⑥
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
給
与
支

払
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
扶
養
親
族
に

つ
い
て
の
扶
養
控
除
と
異
な
る
扶
養
控

除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
。

⑦

勤

務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
が
な
か
っ
た
方
。

〈
〉
確
定
申
告
書
を
出
さ
れ
る

方
は

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

(
提
出
す
る
方
は
、
市
県
民
税
の
申
告

書
を
提
出
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
確
定
申
告
書
の
な
か
に

「
住
民
税

・
事
業
税
に
関
す
る
事
項
」

の
欄
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

②
市
県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
た

場
合
は
事
業
税
の
申
告
書
の
提
出
は
し

な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈〉
申
告
を
し
な
い
と

市
県
民
税
の
申
告
書
の
提
出
が
な
か

っ
た
と
き
や
期
限
が
過
ぎ
て
提
出
さ
れ

た
と
き
、
あ
る
い
は
必
要
な
事
項
の
記

載
が
な
か
っ
た
と
き
は
、
い
ろ
い
ろ
な

控
除
を
し
な
い
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
た

と
え
ば
社
会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
、

雑
損
等
の
各
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
余

分
に
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
特
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

〈
〉
税
の
申
告
相
談
所
を
関
い

て
い
ま
す
。

三
月
十
五
日
ま
で
(
土
曜
日
は
正
午

ま
で
日
曜
日
は
除
く
)
市
税
務
課
内
に

相
談
所
を
設
け
申
告
書
の
記
載
方
法
等

に
つ
い
て
担
当
者
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
か
ら
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
日
程
を
定
め
て
農
協
で
申
告
相

談
を
併
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

地
区
別
相
談
日
程
表

(相
談
時
間
午
前
九
時
三
十
分
l
午
後
四
時
)

月3 
3 月3 月3 月3 月3 月3 月3 相月

10日 9 I 8 7 I 6 5 I 2 1 I ~条
日 日 日 日 日 日 日 日

15日 幽 (村 C別 (刈 (月) 幽 (*l 

全 道 力日

下'方地区1ft 豆盟画布
経

上E 区

該

:tt包
下 輸 回 当
I也 I也 :tt包 I也

区 区 区 区 区

市

騰も西4施所支出t品z 

経 S是 自集

M弘 協
士易回

中 中
11 I 11 11 役

E隻 島 島 戸斤
支 支

所 協 所 所

ま
も
な
く
新
学
年
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
こ
と
し
市
内
の
小
学
校
に
入
学

す
る
お
子
さ
ん
は
九
一
八
名
で
昨
年

よ
り
一
二
名
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
中
学
校
は
六
七
二
名
で
昨
年
よ

り
五
五
名
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「入
学
通
知
書
」

小
学
校
の
新
入
学
児
童
の
保
護
者

の
み
な
さ
ん
に
「
入
学
通
知
書
」
を
二

月
中
旬
こ
ろ
お
届
け
し

L
E
R

ま
し
た
が
、
通
知
も
れ

}ι

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
市

式

せ
へ
ご
連
絡
願
い
ま

w子

一
ま
た
中
学
校
の
新
入

b

〆

=
学
生
徒
の
保
護
者
の
み

↓

メ

司

な
さ
ん
に
は
二
月
下
旬

、

ノ

月

に
各
小
学
校
を
通
じ
て

刀
V

4
お
届
け
し
て
あ
り
ま
す
。

L
父

一
な
お
入
学
式
は
、
小

ιrT一
学
校
は
四
月
五
日
附
午

w
z
a

前
九
時
、
中
学
校
は
四

、

-
月
六
日
幽
午
前
八
時
三

官

1

0分
か
ら
各
学
校
で
行

，
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。

入
学
と
卒
業
予
定
数

市
内
小
、
中
学
校
別
の
入
学
と
卒

業
子
定
児
童
生
徒
数
は
次
の
と
お
り

で
す
。学

校

名

大
町
小
学
校

村
木

H

住
吉

" 
入
学
予
定
数
卒
業
予
定
数

一
一
三
人
七
八
人

一
一
二
人
八
九
人

六
三
人
三
六
人

小

・
中
学
校
の
卒
業
式

三
月
十
七
日
出
西
部
中
学
校

H

東
部

H

三
月
十
九
日
間
松
倉
小
学
校

本
江

H

大
町

H

村

木

刀

住
吉

H

上
中
島
H

坪
野

H

上
野
方
H

片
員

H

吉
島

H

道
下

H

経
団

H

西
布
施
H

白
倉

H

上
中
島
小
学
校

松

倉

H

坪

野

H

上
野
方

H

本

江

H

片

員

H

吉

島

H

道

下

H

経

団

H

西
布
施

H

白

倉

H

計

西
部
中
学
校

東
部
中
学
校

↓
ー

月

十
日
(刈

" " " " " " " " " " 

ニ
七
人

二
二
人

六
人

五
一
人

一
四
七
人

二
一
人

一
四
一
人

八
七
人

一O
八
人

一
九
人

一
人

九
一
八
人

一
五
人

八
人

二
人

二
九
人

一
二
五
人

二
三
人

九
八
人

七
六
人

八
O
人

一
五
人

三
人

六
七
七
人

三
七
六
人

二
九
六
人

六
七
二
人

四
二
四
人

三
O
二
人

七
二
六
人

(4) 
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し
ま
す
。

マ

加
入
資
格

市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
や
、
通
勤

・
通
学
し
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
入
れ
ま
す
。

マ

加
入
数

・
金
額

今
年
度
か
ら
一
人
に
つ
き
二
口
ま
で

加
入
で
き
ま
す
。
一
口
四
八

O
円
で

す。

家
族
ぐ
る
み
で
そ
ろ
っ
て
加
入
グ

‘，

万
が

の
交
通
事
故
に
備
え
て

‘ー

に・す'0
つ・。円市
き・支・で民
八・払・ー・交
十・わ・人・通
万・れ・に・傷
円・る・っ・害
で・イ呆・き・イ呆
す・険・二・険
。金・口・は
は・ま-
最・で・一
高・入・口
ー・れ・四
口・ま ・八

五
十
四
年
度
の
市
民
交
通
傷
害
保
険

の
受
付
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。
掛

金
は
、
一
人
年
「
四
八

O
円
」
で
す
か

ら
、
ご
家
族
全
員
の
加
入
を
お
す
す
め

委主将la
2~26白から

委イ寸喝所
帯住活環亀諌

回連絡

マ

申
込
受
付
は
、
二
月

二
十
六
日
開
か
ら
。

各
世
帯
に
配
付
さ
れ
た

加
入
申
込
書
に
保
険
料
を

添
え
て
、
市
生
活
環
境
課

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
な
お
、
経
団
地
区
は
連

絡
所
で
三
月
二
十
六
日
ま

で
加
入
受
付
を
し
ま
す
。

他
の
地
区
の
連
絡
所
で
も

三
月
二
十
六
日
ま
で
申
込

み
の
取
次
ぎ
を
し
ま
す
。)

マ

注
意
事
項

1
、

一
人
一
年
分
の
保
険

料
は
四
八

O
円
で
す
が
、

中
途
の
申
込
み
は
月
割

で
四

O
円
の
計
算
に
な

り
ま
す
。

2
、
四
月
一
日
か
ら
来
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の

一
カ
年
契
約
で
す
。
中

途
加
入
者
は
、
加
入
の

日
か
ら
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
な
り
ま
す
。

3
、
こ
の
保
険
は
、
他
の

保
険
や
賠
償
金
と
は
関

係
な
く
支
払
わ
れ
ま
す
。

4
、
二
口
加
入
の
場
合
は
二
口
分
の
保

険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
市
生
活
環

境
課
(
内
線
2
3
2
番
)
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
た
く
さ
ん
の
加
入
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
 

納
税
は
口
座
振
替
で

市
税
の
納
付
方
法
は
、
金
融
機
関
の
窓

口
で
現
金
を
納
付
書
に
よ
り
納
め
る
方

法
と
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
り
納

め
る
方
法
(
口
座
振
替
に
よ
る
方
法
)

が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
は
、
預
金
口

座
か
ら
直
接
納
付
で
き
ま
す
の
で
、
安

全
で
確
実
、
又
、
忘
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
市
内

各
金
融
機
関
で
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
市
税
務
課
、
市
内
の
金

融
機
関
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
課
庶
務
係
宮
内
線
2
2
5

お
確
か
め
く
だ
さ
い
/

固
定
資
産課

税
台
帳
を
縦
覧

三
月
一
日
j
三
月
二
十
日

五
十
四
年
度
は
、
固
定
資
産
評
価
の

基
準
年
度
で
す
。
土
地
、
家
屋
な
ど
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
自
分
の
資
産

の
評
価
な
ど
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

〈〉
縦
覧
期
間

三
月
一
日
肘
か
ら
三
月
二
十
日

ωま

で
。
「
日
曜
日
は
除
き
ま
す
」

〈〉
縦
覧
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
「
土
曜
日
は
午
後
零
時
三
十
分
ま
で
」

〈〉
縦
覧
場
所

市
役
所
税
務
課

※
課
税
台
帳
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
不
服

が
あ
る
と
き
は
、
三
月
三
十
日
ま
で

に
文
書
で
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
に
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ちょっとした心づかいも味のうち

(5) 
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ω幼
児
・
老
人
・
身
体
不
自
由
者
の

ω消
火
避
難
訓
練
の
実
施

安
全
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

ω水
バ
ケ
ツ

・
消
火
器
な
ど
の
設
※
2
月
日
日
現
在
の
火
災
件

い
へ
ん
乾
燥
し
、
肢
か
い
強
風
が
吹
く

置
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

建
物
火
災

2
件

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
火

O
屋

外

の

防

火

対

策

車

両

火

災

1
件

災

が

発

生

す

る

と

大

火

に

な

る

恐

れ

が

山

異

常

乾

燥

や

強

風

時

の

た

き

火

山

林

火

災

1
件

充
分
あ
る
の
で
、
市
民

一
人

ひ

と

り

が

な

ど

の

火

気
取
扱
い
は
厳
重
に
。

事
故
出
動

2
件

火
に
対
す
る
笹
戒
を
強
め
、
焼
死
事
故

ω残
り
火
の
始
末
を
撤
底
し
ま
し
建
物
火
災
の
出
火
原
因
は
、

を
防
ぐ
目
的
で
、

春
の
火

災

予

防

運

動

ょ

う

。

火
の
不
始
末
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

を
実
施
し
ま
す
。

0
事
業
所
に
お
け
る
防
火
対
策
た
ま
ま
灯
油
を
補
給
し
た
た
め

※
重
点
目
標
と
実
施
事
項

ω消
防
法
等
防
災
法
令
の
遵
守
事
故
出
動
は
火
災
の
一
歩
手
前

0
家
庭
の
防
火
対
策

ω消
防

計

画

の

作

成

で

消

防

車

が

出

動

し

た

件

数

で

こ
の
強
制
加
入
の
医
療
保
険
は
上
の

①
加

入

す

る

日

っ

て

保

険

税

を

納

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

図
の
よ
う
に
八
種
類
の
制
度
が
あ
り
国

1
転
入
し
て
き
た
日
(
職
場
の
健
康
保
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

民
健
康
保
険
は
そ
の

一
つ
で
す
。
ど

の

険

に

加

入

し

て

い

な

い

場

合

)

保

険

税

の

額

は

き

ま

り

次

第

納

税

通

職
域
保
険
に
も
加
入
し
て
い
な
い
市
町

2
職
場
の
健
康
保
険
を
ぬ
け
た
日
知
書
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

村
の
住
民
を
対
象
と
し
た
地
域
保
険
が

3
出

生

し

た

日

年

度

の

途

中

で

職

場

の

健

康

保

険

に

国
民
健
康
保
険
と
よ
ば
れ
て
い
る
健
康

4
生
活
保
護
を
う
け
な
く
な
っ
た
日
入
っ
た
り
や
め
た
り
し
た
と
き
に
は
、

保
険
な
の
で
す
。

①
加

入

を

や

め

る

日

そ

の

つ

ど

世

帯

主

の

届

出

に

よ

っ

て

保

育
園
民
健
康
保
険

(以
下
「
国
保
」
と

1
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
日
の
翌
日
険
税
を
計
算
し
直
し
ま
す
。

略
し
て
よ
び
ま
す
)
に
加
入
す
る
人

2
職
場
の
健
康
保
険
へ
は
い
っ
た
日
の
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

翌
日

人

の

こ

と

を

納

税

義

務

者

と

い

い

ま

す

人
及
び
生
活
保
護
を
う
け
て
い
る
人
以

3
死
亡
し
た
日
の
翌

日

が

、
そ
の
人
は
世
帯
主
で
す
。
で
す
か

外
は
、
み
ん
な
国
保
に
加
入
し
て
、
被
保

4
生
活
保
護
を
う
け
は
じ
め
た
日
ら
、
た
と
え
ば
世
帯
主
が
勤
務
先
の
健

険
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

世
保
険
税

康
保
険
に
は
い
っ
て
い
て
、
国
保
の
被

国
保
で
は
家
族
一

人
ひ
と
り
が
み
ん
な
保
険
税
は
、
前
の
年
の
所
得
と
固
定
保
険
者
で
な
く
て
も
、
そ
の
人
の
家
族

被
保
険
者
で
す
が
、
加
入
の
届
出
は
、
資
産
税
及
び
家
族
の
人
数
な
ど
を
基
準
の
だ
れ
か
が
一
人
で
も
国
保
に
入
っ
て

世
帯
主
が
行
い
ま
す
。
そ
し
て

一
世
帯
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

(
た
だ
し
、
課
税
い
れ
ば
そ
の
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と

に
一
枚
の
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
額
の
限
度
が
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
)
な
り
ま
す
。
(
こ
れ
を
擬
制
世
帯
主
と
い

す
。
同
じ
住
居
に
住
ん
で
、
家
計
が
い
保
険
税
は
、
被
保
険
者
と
な
っ
た
そ
い
ま
す
。)

っ
し
ょ
の
人
は
同
じ
世
帯
に
な
り
ま
す
。
の
月
か
ら
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
合
医
療
費
の
負
担
割
合

住
み
込
み
の
使
用
人
は
、

雇
主
と
は
別
被
保
険
者
と
な
っ
た
月
と
は
、
職
場
の
医
療
費
の
う
ち
三
割
は
、
み
な
さ
ん

の
世
帯
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
世
帯
主
と
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
、
あ
る
い
は
が
お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
、
残
り
七
割

な
り
ま
す
。

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
時
を
は
み
な
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
と
国
の

合
国
保
に
加
入
す
る
日
・
や
め
る
日

い
い
ま
す
。
届
出
が
遅
れ
る
と
、
こ
の
補
助
金
と
合
わ
せ
て
市
町
村
か
ら
お
医

(届
出
は
必
ず
十
四
日
以
内
に
)

被
保
険
者
と
な
っ
た
時
ま
で
さ
か
の
ぼ
者
さ
ん
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

(6) 

『
そ
れ
ぞ
れ
の
侍
場
で
生
か
せ
火
の
用
心
』

国
民
健
康
保
険
制
度
の
あ
ら
ま
し

合
医
療
保
険
と
は

わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
な
ん
ど
き
病

気
に
な
り
、
け
が
を
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
は
、

お
医
者
さ
ん
の
治
療
を
受
け
ま
す
。
治

療
を
受
け
れ
ば
当
然
お
金
が
か
か
り
ま

す
。
お
金
が
か
か
る
の
が
い
や
だ
か
ら

と
か
、
あ
る
い
は
お
金
が
な
い
か
ら
と

い
う
理
由
で
、
病
気
や
け
が
の
治
療
を

受
け
な
け
れ
ば
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
も
、

社
会
の
発
展
も
維
持
で
き
な
く
な
り
ま

す
。そ

の
よ
う
な
事
態
は
防
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
に
応
じ
て
お

金
を
出
し
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
お

う
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
相
互
扶
助
の
精
神
で
す
。
こ

う
い
う
理
念
に
も
と
ず
い
て
制
度
化
さ

れ
て
き
た
の
が
今
日
の
「
医
療
保
険
」

な
の
で
す
。
そ
れ
は
一
口
に
い
う
と
、

病
気
や
け
が
な
ど
の
と
き
に
、
倒
壊
す

る
か
も
知
れ
な
い
生
活
を
防
ぎ
、
健
康

で
文
化
的
な
生
活
を
維
持
し
よ
う
と
す

る
社
会
保
障
制
度
の
一
つ
で
す
。

合
国
民
皆
保
険
の
制
度
と
は

国
民
の
す
べ
て
が
、
な
ん
ら
か
の
医

療
保
険
(
八
種
類
あ
り
ま
す
)
に
加
入

し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
た
て
ま
え
と
し
て
個
人
の
自
由
な

意
思
に
は
、ま
か
さ
れ
て
は
い
け
な
い
の

で
す
。
つ
ま
り
強
制
的
な
も
の
な
の
で
す
。

こ
う
い
う
た
て
ま
え
を
「
国
民
皆
保
険
」

と
い
っ
て
い
ま
す
。

1
1パ
j
r

険

A
口

済

等

共

除

一

保

組

共

貝

貝

・

l

側

一

険

問

問

晴

世

守

職

聡

額

回開

ん

保

山

川

M
げ

員

体

教

彊

湖

一

成

険

制

M
M

務

業

A
口
校

側

剛

一
A
伊
開
制
問
松
合
総
一
州
政
一

度

二

組
政
船
同
町
地
組
公
共
私
諸

制

二

一

一

一

一

一

一

一

険

…
一
場

者

貝

者

貝

貝

体

貝

限

一
一
川

務

州

矧

矧

餓

貝

側

am

ご

車

庖

家

方

共

職

学

医

・一

一
動

紛

日

園

地

公
役

山払

〉
し

職
域



第三種郵便物認可・・......昭和54年 3月l日発行広報うおづ…あなたと市政をむすぷ

ね
ず
み
を
退
治
し
ま
し
ょ
う

|

|
三
月
は
ね
ず
み
駆
除
月
間
で
す
|

|

ね
ず
み
は
食
中
毒
や
伝
染
病
の
病
気

を
ま
き
ち
ら
す
ほ
か
、
食
料
品
、
家
具

等
、
か
じ
れ
る
も
の
は
な
ん
で
も
か
じ

り
ま
す
。
春
は
ね
ず
み
の
繁
殖
期
に
入

り
ま
す
。
そ
の
前
に
み
ん
な
力
を
合
わ

せ
て
計
画
的
に
駆
除
し
ね
ず
み
の
い
な

い
快
適
な
町
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

ね
ず
み
駆
除
の
三
原
則

①
環
境
的
駆
除

ね
ず
み
駆
除
の
原
則
で
す
。
ね
ず
み

が
侵
入
で
き
な
い
よ
う
通
行
止
め
を
し

餌
に
な
る
も
の
を
始
末
し
さ
ら
に
家
の

内
外
を
整
理
、
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

②
機
械
的
駆
除

パ
チ
ン
コ
、
生
け
捕
り
か
ご
で
捕
殺

し
ま
し
ょ
う
。

安
枝
そ
剤
駆
除

殺
そ
剤
を
使
い
、
機
械
的
駆
除
と
、
う

ま
く
組
み
合
わ
せ
て
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

五
十
四
年
度
県
食
品
衛

生
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

食
品
衛
生
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
食
品

に
つ
い
て
一
般
消
費
者
の
意
見
を
取
り

入
れ
て
、
積
極
的
に
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
の
も
の
で
す
。
不
良
食
品
や
不

正
表
示
食
品
、
不
衛
生
な
庖
舗
な
ど
が

な
い
か
随
時
巡
回
し
て
、
通
報
及
び
意

見
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て

消
費
者
の
保
護
を
は
か
り
ま
す
。
本
年

四
月
か
ら
の
新
し
い
食
品
衛
生
モ
ニ
タ

商
底
経
営
者
講
座

市
で
は
、
商
庖
経
営
者
の
連
帯
意
識

を
高
め
、
新
し
い
商
庖
経
営
の
知
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
目
的
で
、
次
の
よ
う

に
「
商
庖
経
営
者
講
座
」
(
第
一
回
)
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
お
さ
そ
い
あ
わ
せ

の
う
え
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
三
月
十
六
日
幽
午
後
七
時

マ
場
所
富
山
相
互
銀
行
魚
津
支
庖

マ
演
題
「
商
庖
街
の
活
性
化
の
方
向
」

マ
講
師
北
陸
経
済
研
究
所

主
任
研
究
員
指
中
恒
夫

マ
対
象
商
庖
経
営
者

マ
受
講
料
無
料

マ
人
員
約
五
十
名

マ
主
催
魚
津
市

マ
後
援
魚
津
商
工
会
議
所
、
魚
津
市

商
庖
街
連
盟

道
路
台
帳
の
作
成
に
ご

協
力
を

市
で
は
五
十
三
、
五
十
四
年
度
に
お

こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な

不
祥
事
を
起
し
た
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し

ょ
う
が
、
そ
の
最
も
大
き
な
原
因
の

一
つ
に
、

「
不
健
全
な
家
庭
環
境
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一つ
、
家
庭
は
人
間
づ
く
り
の
場

一つ
、
家
庭
は
社
会
参
加
学
習
の
場

今
一
度
、
家
庭
を
見
直
し
、
暖
い
豊
か
な
家
庭

づ
く
り
に
、
取
り
組
み
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
対
策
の
一
方
法
と
し
て
、

「
オ
ア
シ
ス
」
を
家
族
の
一
人
ひ
と
り
が
真

剣
に
取
り
組
む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

O
お
は
よ
う

明
る
い
家
庭
は

オ
ア
シ
ス
か
ら

最
近
の
新
聞
、
テ
レ
ビ
は
、
毎
日
の
よ
う
に
、

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
を
報
道
し
て
い
ま
す
。

小
中
高
校
の
児
童
、
生
徒
の
自
殺
、
強
盗
、
殺

人
等
々
、
ま
こ
と
に
な
げ
か
わ
し
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
氷
山
の
い
っ
か
く

で
あ
っ
て
、
数
多
く
の
問
題
が
ひ
そ
ん
で
い
る

い
て
市
道
の
現
況
を
は
握
す
る
た
め
に
、

道
路
台
帳
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

人
に
戸
籍
が
あ
る
よ
う
に
、
道
路
に

つ
い
て
も
そ
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て

維
持
管
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
で
は
航
空
写
真
測
量
の
方
法
に
よ

り
台
帳
を
作
成
し
ま
す
が
、
そ
の
際
、

撮
影
前
の
準
備
と
し
て
専
門
技
術
者
が

現
地
に
立
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
撮
影
後
、
不
明
り
よ
う
な
個
所
に
つ

い
て
も
現
地
測
量
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

道
路
台
帳
の
作
成
は
、
あ
く
ま
で
も

現
況
を
は
握
す
る
た
め
の
も
の
で
す
か

ら
、
沿
道
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
是
非

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
市
で
は
、
現
地

に
立
入
る
専
門
技
術
者
に
、
身
分
証
明

書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
建
設
課

O
あ
り
が
と
う

O
し
て
あ
げ
ま
す

O
す
み
ま
せ
ん

な
ん
と
簡
単
な
言
葉
で
し
ょ
う
/

な
ん
と
愛
情
の
あ
る
言
葉
で
し
ょ
う
。

こ
の
簡
単
な
あ
い
さ
つ
が
な
か
な
か
出
来
な
い

の
で
す
。「
誠
」
を
も
っ
て
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
や
さ
し
い
思
い
や
り

の
あ
る
人
間
関
係
が
育
成
さ
れ
、
や
が
て
明
る

い
楽
し
い
家
庭
が
生
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

『オ
ア
シ
ス
』
で
心
の
通
う
福
の
家

『オ
ア
シ
ス
』
は
い
つ
か
家
中
笑
い
顔

(7) 
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ナ
!
ス

早
川
産
婦
人
科
病
院
長

「
お
だ
い
じ
に
し
て
く
だ
さ
い
U

丁
寧

に
最
後
の
患
者
の
診
療
が
終
る
と
、
パ

タ
パ
タ
と
後
か
た
づ
け
や
戸
締
、
夕
食

に
と
散
っ
た
白
衣
の
天
使
達
は
、
六
時

半
に
は
も
う
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
に
変
身

し
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
に
村
木

小
学
校
へ
と
向
か
う
。
当
日
の
当
直
者

を
一
人
病
院
に
残
し
て
、
し
か
も
緊
急

呼
出
用
の
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
が
一
人
の
ポ

ケ
ッ
ト
の
中
に
用
意
さ
れ
て
居
る
。
い

っ
た
ん
当
直
者
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
れ

早
川

佐
和
重

ば
す
ぐ
に
直
行
す
る
。
か
た
と
き
も
自

分
の
使
命
は
忘
れ
な
い
。

準
備
体
操
、
パ
ス
、
ア
タ
ッ
ク
、
レ

シ
ー
ブ
と
ボ
l
ル
に
人
が
振
り
回
さ
れ

る
。
そ
し
て
一
つ
の
ボ
ー
ル
が
九
人
の

心
と
体
を

一
つ
に
と
ら
え
て
し
ま
う
。

ナ
イ
ン
の
全
身
は
く
た
く
た
に
な
る
。

快
い
疲
労
と
、
満
足
感
で
天
使
達
は
笑

い
は
し
ゃ
ぐ
。
仕
事
の
疲
れ
は
も
う
な

い
。
い
や
な
出
来
事
も
忘
れ
た
。
明
日

か
ら
の
仕
事
に
ま
た
頑
張
ろ
う
。
来
週

の
練
習
日
は
何
と
待
遠
し
い
こ

と
だ
ろ
う
。

一
昨
年
の
春
に
、
早
川
病
院

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
結
成

し
、
秋
の
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に
初
出
場
し
た
時
は
悲
し

い
か
な
惨
敗
。
そ
こ
で
昨
年
の

春
、
パ
レ
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
コ

ー
チ
を
招
い
て
、
週
二
回
一
生

懸
命
に
練
習
し
、
そ
の
お
か
げ

で
昨
年
の
大
会
に
は
何
と
か
人

に
見
て
も
ら
え
る
試
合
が
出
来

ま
し
た
。
結
果
的
に
は

C
グ
ル

ー
プ
の
第
三
位
と
い
う
事
で
し

た
が
、
そ
れ
で
も
一
方
で
は
人

命
を
預
か
る
大
切
な
仕
事
を
全

う
し
な
が
ら
の
練
習
の
実
り
で
す
の
で
、

高
く
評
価
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
居
ま

す。
当
病
院
チ
ー
ム
の
特
徴
は
、
少
な
い

従
業
員
が
一
丸
と
な
っ
て
チ
l
ム
を
作

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
他
の
チ
ー
ム
の

よ
う
に
多
く
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
ナ
イ

ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
業
員
全
員
が

選
手
な
の
で
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
が
即
職
場
と
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

バ
レ
ー
の
中
に
生
き
て
い
る
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
や
責
任
感
、
全
体
感
な
ど
が
そ
の

ま
ま
自
然
に
職
場
に
移
行
し
、
明
る
い

そ
し
て
楽
し
い
職
場
を
作
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
学
ん
だ
責
任
感
で

懸
命
に
仕
事
に
励
ん
で
く
れ
る
従
業
員

の
姿
に
は
、
本
当
に
尊
い
も
の
を
覚
え

ま
す
。
ま
た
「
若
い
け
れ
ど
よ
く
し
て

く
れ
る
U

と
患
者
さ
ん
達
に
喜
ば
れ
て

い
る
こ
と
を
何
よ
り
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
「
バ
レ

l
は
非
常
に
楽
し
い
。
バ
レ

ー
を
楽
し
く
や
る
に
は
毎
日
の
診
療
を

大
切
に
、
失
敗
の
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
己
と
い
う
気
運
が
自
然

に
盛
り
上
が
り
、
仕
事
に
熱
心
さ
と
注

意
深
さ
が
加
味
さ
れ
た
様
に
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
精
神
面
で
の
変
化
の
他
に
、

体
力
が
向
上
し
た
こ
と
は
勿
論
で
す
。

患
者
の
搬
送
に
は
じ
め
は
ク
ニ
ャ
ク
ニ

ャ
し
て
い
た
現
代
っ
子
達
も
、
今
で
は

足
腰
の
大
き
な
筋
肉
を
い
っ
ぱ
い
に
使

っ
て
し
っ
か
り
運
ぶ
た
め
、
患
者
達
も

安
心
し
て
身
を
任
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
に
お
産
や
手
術
で
急
を
要
す
る
時

の
身
の
こ
な
し
が
非
常
に
敏
し
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
も
う
一
つ
、
い
つ

の
問
に
か
良
く
な
っ
て
い
る
の
が
手
指

の
仕
事
で
す
。
注
射
器
や
細
か
い
物
の

取
り
落
し
の
破
損
が
絶
え
な
か
っ
た
の

に
、
い
つ
し
か
少
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
バ
レ
ー
の
美
し
い
パ
ス
に
は
ひ

ざ
や
ひ
じ
の
関
節
は
も
ち
ろ
ん
、
手
首

や
指
の
先
ま
で
全
部
の
関
節
の
ク
ッ
シ

ョ
ン
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
。
鉛
筆
も

削
れ
ぬ
現
代
つ

子
達
も
、
本
人

が
気
付
か
な
い

う
ち
に
手
指
が

器
用
に
な
っ
て

い
た
の
で
す
。

本
人
た
ち
は
指

の
節
が
太
く
な

っ
て
恥
し
い
と

言
っ
て
い
ま
す

が
、
指
の
節
の

太
い
女
性
を
お

嫁
さ
ん
に
さ
れ

る
男
性
は
、
き

っ
と
幸
福
だ
と

思
い
ま
す
。

今
日
で
は
何
の

た
め
に
勉
強
す

る
の
か
将
来
の

方
向
も
定
ま
ら

ず
、
生
き
る
望
み

を
失
な
っ
て
自

殺
す
る
若
者
や
、

非
行
に
走
る
子

ど
も
達
が
続
出

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
世

相
を
憂
慮
し
つ

つ
、
仕
事
に
情
熱
を
傾
け
、
生
活
基
盤

を
確
立
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

若
者
達
に
は
、
非
行
も
自
殺
も
決
し
て

あ
り
得
な
い
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
若
者
達

の
幸
福
を
念
じ
て
止
ま
な
い
の
で
す
。

(8) 
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ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に
加

入
し
楽
し
く
活
動
し
よ
う

魚
津
市
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
今
日
ま

す
ま
す
増
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の

反
面
軽
い
事
故
も
何
件
か
発
生
し
て
い

ま
す
。
自
分
の
身
体
は
自
分
で
守
る
と

い
う
意
識
の
も
と
に
ス
ポ
ー
ツ
実
施
の

皆
さ
ん
は
次
の
保
険
に
加
入
さ
れ
、
安

心
し
て
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
さ
れ

る
よ
う
希
望
し
ま
す
。

①
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
傷
害
保
険

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
及

び
社
会
教
育
関
係
団
体
で
責
任
者
を

置
き
、
団
員
十
名
以
上
の
団
体
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

普
通
は
第
一
種
を
適
用
し
ま
す
が

競
技
を
目
的
と
し
た
場
合
は
第
二
種

と
な
り
保
険
期
間
は
一
カ
年
間
で
す
。

四
月
よ
り
加
入
受
付
し
ま
す
。

スポーツ傷害保険料

被保険者 l名につき次のとおりです。(標準型)

保険金額

区分 保険料 死:t:.後遺障害 医療保険金目額

保 険金額
非入院 入院

30円0 
円 円 円

第 1 種 3，000，000 1，000 1，500 

A 4，800 3，000，000 1，000 1，500 

第2種 B 2，800 3，000，000 1，000 1，500 

C 1，200 3，000，000 1，000 1，500 

(注)特に希望がある場合には、 S型(保険料お

よび保険金額は標準型の半額)の加入も可

能です。但し、加入団体買は全員同一型で

加入してください。

②
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
保
険

こ
の
保
険
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

参
加
者
が
行
事
参
加
中
に
被
っ
た

ケ
ガ
を
対
象
と
す
る
。
一
行
事
五

十
名
以
上
の
参
加
人
数
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
こ
の
保
険
は
一
日
だ

け
の
行
事
に
だ
け
適
用
さ
れ
ま
す
。

保
険
金
額
は
実
施
種
目
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
二
つ
の
保
険
は
魚
津
市
体

育
協
会
事
務
局
で
手
続
き
出
来
ま

す。

E
n
l
1
2
6
3

く
わ
し
く
は
前
記
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

レクリェーション保険料

類種σ3 事行

バドミントン，卓球，庭球，水泳，バレー，ソフトボール，弓道，オリエ

テーリング，体力テスト，歩こう会等

軟式野球大会，ハンドボール，パスケ ット，剣道，体操，駅伝競技，陸上

競技，運動会， トランポリン，マラソン大会等

サッカー，市民スキー大会，柔道大会，空手，相撲，祭礼でみこしに参加

するもの

一
月
の
総
合
体
育
館

利
用
日
程

一一一日出

ス
ギ
ノ
マ
シ
ン
卓
球
大
会

(
中
体
育
室
一
日
)

上
村
木
親
和
会
(
中
体
育
室
、

午
前
)

北
陸
電
力
所
(
大
体
育
室
、
午

前
)

青
島
保
育
園
(
大
体
育
室
、

午
前
)

日
カ
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
(
大
体
育
室
一
日
)

本
新
卓
球
大
会
(
中
体
育

室
、
一
日
)

三
日
、
十
日
、
十
七

日
、
二
十
四
日
、
三

十
一
日
、
(
大
体
育
室

午
後
)

四
日
制

十
日
仕)

十
三
日

ω

十
七
日
出

十
八
日
印
刷

子
供
体
操
教
室

四
月
の
歩
こ
う
会

四
月
の
歩
こ
う
会
は
、
一
日
升
方
方

面
へ
行
き
ま
す
。
県
総
合
庁
舎
前
午
前

九
時
二
十
五
分
発
、
富
山
観
光
パ
ス
に

乗
車
、
金
山
谷
下
車
|
升
方

l
月
形
橋

と
歩
き
ま
す
。
(
帰
り
は
パ
ス
を
利
用
)

参
加
者
は
、
午
前
九
時
十
五
分
ま
で

県
総
合
庁
舎
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

(
中
食
不
要
)

五
(9) 
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と
も
あ
っ
て
、
現
在
は
、
昭
和
五
十
五

年
三
月
ま
で
の
保
険
料
に
つ
い
て
だ
け

前
納
で
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

前
納
さ
れ
る
と
前
納
割
引
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ

前
納
の
場
合
の
保
険
料

保
険
料
の
納
入
が
毎
月
や
三
か
月
ご

・
定
額
保
険
料
の
場
合

と
で
は
不
便
だ
と
い
う
方
や
、
忙
し
く
一
年
分
の
納
付
額

て

暇

が

な

い

な

ど

の

方

の

た

め

に

前

納

三

万

八

千

六

百

四

十

円

(
前
払
い
)
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
(
割
引
額
九
百
六
十
円
)

こ
の
前
納
は
年
を
単
位
に
一
年
以
上

・
定
額
プ
ラ
ス
付
加
保
険
料
の
場
合

の
期
間
に
つ
い
て
で
き
る
建
て
前
に
な
一
年
分
の
納
付
額

っ
て
い
ま
す
が
、昭

和

五

十

五

年

四

月

以

四

万

三

千

三
百
二
十
円

降
の
保
険
料
額
が
確
定
し
て
い
な
い
こ
(
割
引
額
千
八
十
円
)

・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ

園
口
駅
柱
時

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

保
険
料
の
前
納
制
度

国
民
年
金
保
険
料
は

四
月
か
ら
月
額
三
、
三

O
O
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
四
月
か
ら

一
か
月
に
つ
き
三
、
三

O
O円
に
か
わ

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
老
齢
年
金
を
は
じ
め
と
す

る
年
金
の
受
給
者
が
年
々
ふ
え
続
け
て

お
り
、
年
金
額
も
物
価
上
昇
に
合
わ
せ

て
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
ま
す
の
で
、
う
け
る

年
金
を
少
し
で
も
充
実
す
る
よ
う
保
険

料
が
改
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
み
な
さ

ん
の
負
担
も
重
く
な
り
ま
す
が
、
将
来

の
保
障
を
大
き
く
し
、
よ
り
よ
い
年
金

を
う
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。
な
お
付

加
保
険
料
は
、
従
来
ど
お
り
四

O
O円

で
す
。

今日の掛金、 豊かな老後

54年4月分からの保険料の額

@定額保険料の人は、月額3，300円
(納期毎の納付額は9，900円)

@付加保険料の人は、月額3，700円
(納期毎の納付額は11，100円)

固
画
因
固
因
回
目

被
保
険
者
資
格
の

取
得
・
喪
失
日

問

月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
自
営
業
者

で
す
が
、
二
十
歳
到
達
時
の
国
民
年

金
の
被
保
険
者
資
格
の
取
得
日
及
び

六
十
歳
到
達
に
よ
る
被
保
険
者
資
格

の
喪
失
日
は
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
に
な
る

か
。
又
被
保
険
者
期
間
を
計
算
す
る

ば
あ
い
の
起
算
月
に
つ
い
て
は
ど
う

4
M
 

答

国
民
年
金
で
は
、
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
人
を
被
保
険
者
と
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
満
二
十
歳
に
達
す
る
日

は
い
つ
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な

り
ま
す
。

年
齢
の
計
算
は
、
年
齢
計
算
に
関
す

る
法
律
及
び
民
法
の
規
定
に
よ
り
、

年
齢
は
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
、

起
算
日
(
誕
生
日
)
の
前
日
の
終
了

を
も
っ
て
満
了
す
る
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
二
十
歳
に
達
す
る

日
と
は
、
二
十
歳
の
誕
生
日
の
前
日

(
す
な
わ
ち
満
了
日
)
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
一

日
生
ま
れ
の
人
の
ば
あ
い
は
昭
和
五

十
三
年
十
月
一
日
が
二
十
歳
の
誕
生

日
で
す
の
で
、
誕
生
日
の
前
日
で
あ

る
昭
和
五
十
三
年
九
月
三
十
日
が
満

了
す
る
こ
と
に
よ
り
二
十
歳
に
達
し

た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
日
が
国
民
年

の
専
用
居
室
の
増
改
築
や
、
み
な
さ

一

一

国

民

年

金

保

険

料

が

つ

く

一んの
健
康
を
守
る
た
め
の
医
療
機
器
一

る

み

ん

な

の

施

設

，

の
整
備
、
保
養
と
健
康
増
進
の
た
め

一

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
た
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
あ
る
い
は

一

'
ち
が
納
め
ら
れ
た
保
険
料
は
、
将
来
簡
易
水
道
、
保
育
所
、
公
民
館
の
建

一

一
の
年
金
の
支
払
い
の
た
め
に
積
立
て
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

-

…
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
部
が
、
市
の
施
設
と
し
て
は
、
五
十
二
年

一

一
み
な
さ
ん
の
身
近
な
福
祉
施
設
の
建
度
は
、
片
員
公
民
館
、
経
団
福
祉
セ

一

一
設
費
と
し
て
貸
付
け
さ
れ
役
立
て
ら
ン
タ
l
、
西
部
中
学
校
の
夜
間
照
明

一

一
れ
て
い
ま
す
。

施
設
、
奥
東
城
の
簡
易
水
道
施
設
な

一

こ
の
国
民
年
金
か
ら
の
貸
付
け
を
ど
が
、
こ
う
し
た
国
民
年
金
か
ら
の

…

一
う
け
ら
れ
る
福
祉
施
設
と
し
て
は
、お
貸
付
け
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
み
ん
な

…

一
年
寄
り
ゃ
障
害
者
の
方
に
少
し
で
も
で
つ
く
っ
た
施
設
で
す
、
大
切
に
使

一

一
良
い
環
境
で
生
活
し
て
も
ら
う
た
め
い
ま
し
ょ
う
。

一

金
の
被
保
険
者
資
格
の
取
得
日
と
な
十
月
九
日
が
被
保
険
者
資
格
の
取
得

り

ま

す

。

日

で

あ

り

、

昭

和

九

十

三

年

十

月

九

同
じ
よ
う
に
六
十
歳
に
達
し
た
こ
日
が
そ
の
資
格
の
喪
失
日
と
い
う
こ

と
に
よ
る
被
保
険
者
資
格
の
喪
失
日
と
に
な
り
、
被
保
険
者
期
間
は
、
昭

は
、
昭
和
九
十
三
年
九
月
三
十
日
と
和
五
十
三
年
十
月
か
ら
昭
和
九
十
三

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

年

九

月

ま

で

と

な

り

ま

す

。

又
、
被
保
険
者
期
間
を
計
算
す
る
こ
の
よ
う
に
同
じ
月
の
生
ま
れ
で

ば
あ
い
に
は
、
月
単
位
で
行
わ
れ
も
、
月
の
初
日
に
生
ま
れ
た
人
と
そ

ま
す
。
す
な
わ
ち
被
保
険
者
の
資
格
う
で
な
い
人
と
は
、
国
民
年
金
の
被

を
取
得
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
そ
保
険
者
期
間
の
起
算
月
は
異
な
り
ま

の
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
属
す
る
月
す
。

の
前
月
ま
で
を
被
保
険
者
期
間
と
し

て
算
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
前
例
の
ば
あ
い

の
被
保
険
者
期
間
は
昭
和
五
十
三
年

九
月
か
ら
昭
和
九
十
三
年
八
月
ま
で

と
な
り
ま
す
。

別
の
例
と
し
て
、
昭
和
三
十
三
年

十
月
十
日
生
ま
れ
の
人
の
ば
あ
い
に

つ
い
て
み
ま
す
と
、
昭
和
五
十
三
年

。。
L、。

53年度保険料第4期

分 (1、2、3月分)の納

期は、 3月31日です。

納め忘れはないか今

一度確かめてくださ
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も
め
を
た

ι
ー

画
書
会
民
側
魚津市下材木町3975-1

含22-0462

開館時間
9時30分ー18時
こどものへや

13時-17時
土曜日 9時30分-16時

休館 日
日曜 ・月末 ・祝日
秋期10日間

一
冊
の
本
か
ら
何
か
が
:
:
:
⑫

園
芸
・
野
菜
づ
く
り
の
本

雪
の
な
い
暖
か
い
冬
が
続
い
て
い
ま

す。
花
の
た
よ
り
も
、
例
年
よ
り
早
く
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
そ
う
で
す
。

昨
秋
植
え
た
球
根
や
種
も
、
い
っ
せ

い
に
芽
を
吹
き
出
す
で
し
ょ
う
。

「
園
芸
秘
訣
集
」

は
園
芸
の
入
門
書
と

し
て
、
草
花
、
花
木
、
野
菜
、
鉢
物
な

ど
問
答
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
、
わ
か

り
や
す
い
本
で
す
。

「
一
、
二
年
草
」
「
宿
根
草
」

も
多
く
の

種
類
と
た
の
し
み
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
く
れ
ま
す
。

さ
っ
き
・
き
く
・
ら
ん
な
ど
個
別
に

入
門
か
ら
観
賞
ま
で
、
多
く
の
本
を
備

え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
室
の
中
で
、
植
物
を
た
の
し

み
た
い
方
に
は

「
室
内
、
観
葉
植
物
」

が
、
お
手
伝
い
す
る
で
し
ょ
う
。

冬
じ
た
く
の
景
色
で
は
、
庭
木
の
芸

術
は
、
日
本
独
特
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。

「
庭
木
の
管
理
+
ニ
か
月
」

も
是
非
お

よ
み
く
だ
さ
い
。

富山一一一ゲ
ウ

y

z盟
，
u

-

S

，
一

謂
欄
刷
伊

、

¥

ザ

バ

1
・

1
‘

E

固な

(

J

啄
十
-

こ
の
こ
ろ
は
、

一
年
中
季
節
を
問
わ

な
い
で
、
野
菜
が
出
ま
わ
っ
て
い
ま
す

が
本
当
の
味
も
味
覚
に
は
必
要
な
も
の
。

「
野
菜
の
鉢
作
り
」
「
野
英
っ
く
り
全
書
」

「
野
菜
づ
く
り
」

な
ど
で
、
育
て
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
本
は
、
備
え
つ
け

て
い
る
本
の
一
部
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

図
書
館
で
は
、
生
活
に
役
立
っ
た
め

の
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を
そ
ろ
え
て
お
り

ま
す
。
三
月
に
は

「
参
考
図
書
目
録
」

「
郷
土
資
料
目
録
」
(
魚
津
市
立
図
書
館

蔵
)
を
編
集
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

郷
土
史
講
座
のお

し
ら
せ

ど
な
た
で
も
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

砂
と
や
ま
の
民
謡
と

せ
り
込
み
蝶
六
市

O
講

師

八

尾

正

治

氏

(
県
教
育
文
化
会
館
長
)

O
期

日

三

月

十

七

日

ω

0
時
間
午
後
一
時
三
十
分
1

0
会

場

魚

津

市

立

図

書

館

。

受

講

料

無

料

O
申
込
み
魚
津
市
立
図
書
館

宮
⑫
1
0
4
6
2

川
柳
教
室

。
期
日
三
月
十
四
日
附

午
後
一
時
三
十
分
i

魚
津
市
立
図
書
館

O
会
場

日
曜
開
館
の
お
し
ら
せ

四
月
か
ら
九
月
ま
で
月

一
回
第
二
日

曜
日
を
開
館
い
た
し
ま
す
。

四
月
は

第
二
日
曜
日
四
月
八
日
で
す
。

な
お
翌
日
の
月
曜
日
は
休
館
し
ま
す

0

1
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
|
|
」

「
I
l
l
-
-
ご
ざ
い
ま
し
た
一

魚
津
市
江
口

一
七
O
八

谷
口
寛
治
氏

こ
の
ほ
ど
図
書
館
に
対
し
、
世
界
の

植
物
な
ど
二
十
六
冊

(
十
万
円
相
当
)

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

谷
口
氏
か
ら
は
、
五

O
年
に
も
同
様

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ、

豪
州
各
地
を
回
ら
れ
て
、
特
に
若

い
人
た
ち
に
本
を
読
ん
で
勉
強
し
て
ほ

し
い
と
希
望
さ
れ
、
寄
付
さ
れ
た
も
の

で
す
。

台
所
の

フ
ァ
ン
の

手
入
れ
法

油
汚
れ
で
べ
っ
と
り
し
た
フ
ァ
ン
を

簡
単
に
き
れ
い
に
す
る
方
法
で
す
。

あ
た
た
か
い
食
用
油
で
拭
く
。

使
い
古
し
の
食
用
油
で
結
構
。
約
六

O
度
C
(手
で
さ
わ
る
と
少
し
あ
つ
い

程
度
)
に
温
め
ま
す
。

竹
の
柄
の
ハ
ブ
ラ
シ
(
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
熱
に
弱
い
)
に
使
い
捨
て
布
を
巻

き
、
そ
れ
に
温
め
た
油
を
し
ま
せ
て
、

フ
ァ
ン
に
ペ
タ
ペ
タ
塗
り
つ
け
ま
す
。

そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
お
い
て
か
ら
、

乾
い
た
使
い
捨
て
布
で
拭
き
と
る
と
、

固
ま
っ
た
油
汚
れ
も
お
も
し
ろ
い
よ
う

に
と
れ
ま
す
。

そ
の
あ
と
洗
剤
液
(
水
二
O
O
∞

住
宅
用
洗
剤
五
∞
、
ア
ン
モ
ニ
ア
二
∞

を
ま
ぜ
た
も
の
)
で
拭
い
て
油
分
を
除

き
、
最
後
に
よ
く
水
拭
き
し
て
仕
上
げ

ま
す
。

(
図
書
館
の
資
料
よ
り
)

人
材
を
募
集
グ

中
央
公
民
館
で
は
、

一
般
市
民
を
対

象
に
し
て
教
え
て
い
た
だ
く
先
生
を
求

め
て
い
ま
す
。

一
、
マ
ジ
ッ
ク
(
手
品
)

一
、
英
会
話
(
初
等
科
程
度
)

自
薦
、

他
薦
ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す
。

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

市
内
村
木
町
七
の
十
一

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
内

中
央
公
民
館
人
材
銀
行
係

E
M
l
2
7
6
1
 

う
お
づ

お
や
こ
劇
場

今
年
は
、
国
際
児
童
年
、
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
舞
台
劇
が
催
さ
れ
ま
す
。

あ
る
事
情
で
竜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

お
母
さ
ん
を
探
し
に
、北
の
湖
め
ざ
し
、

色
々
な
困
難
を
の
り
こ
え
、
た
く
ま
し

く
成
長
し
て
い
く

H

竜
の
子
太
郎
。
の

お
は
な
し
o

H

舞
台
劇
u

竜
の
子
太
郎
関
西
芸
術
座

マ
期
日
三
月
二
十
六
日

ω

マ
時
間
午
後
六
時
よ
り

マ
場
所
魚
津
市
民
会
館

後
援
教
育
委
員
会

社
会
福
祉
課

な
お
詳
し
く
は
、
g
n
|
0
6
6
9

(
経
崎
)
へ

、

当
日
券
が
あ
り
ま
す
(
一

、
四
O
O
円
)

。1)
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~51 
E 

3
月
j
4
月

V
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)
の
予
防

接
種
は
、
二
月
か
ら
個
別
接

種
で
実
施

ハ
シ
カ
の
予
防
接
種
は
、こ
れ
ま
で
任
意

の
個
別
接
種
で
し
た
が
、
予
防
接
種
法

施
行
令
の
改
正
で
、
予
防
接
種
が
義
務

づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、魚
津
市
で
は
、

一
一
月
一
日
か
ら
市
内
の
か
か
り
つ
け
の

医
師
で
接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
接
種
対
象
者
は
、
二
歳
児
を
中
心
に

生
後
十
八
か
月
か
ら
三
十
六
か
月
に
至

る
期
間
と
し
ま
す
。

マ
接
種
時
期
は
、
体
力
が
消
耗
じ
て
い

る
七
月
、
八
月
を
避
け
て
実
施
し
ま
す
。

マ
実
施
方
法

1
市
長
が
保
護
者
に
書
面
通
知
し
ま
す
。

2
通
知
を
受
け
ら
れ
た
保
護
者
は
、
市

生
活
環
境
課
保
健
係
で
、
直
接
予
防
接

種
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

3
接
種
料
金
は
無
料

マ
接
種
医
師
名
一
覧
表

t尺
坂本 i内iiJ 崎大 幡i工 浦田

浦 医
口 国

自市

員長 義
日夫召 信r台 謙次 日夫今 正日佐 名

11 11 11 11 11 11 

魚稼市本江

町の火白
江口

町下村木
4江鬼ヒ 浜経団 本江

予防接種喜主たう
t尺 サ魚

手河'内内院商斗

大 江 i甫 浦
ロ

:i孝 崎 幡

科医内
国 国

;神 医 医 病 病 場所る

ム経 院 院 院 院

森本 H7呂E . 宮本 桝崎 掘井 荷崎台 平井 平井
;];J 

山寺奇 橋高 鈴木

芝山美t江1・
H屋jl!j 

回

警
雄秀 雄文 哲夫- 嘉

校美 基gム
層量

係人
渉 ヲム li全 実

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

ι司71f14位駅1 a 
新産

本む; 新角JlI 
実 tEab r 本百I 町広末 広E末f 

新金屋
上仁l 友j(! E事EtE I 町本

丁目 丁目 丁目 丁目 丁目 丁目 1 El 

華主 Hにhコ- 宮 桝 堀 荷台 平 平 ヨヰ ミーi: 高 S令 z ・ Bjl!j 

本 7じ 本 崎 井 崎 井 丹二 問 山*f Wi 木 山 屋

医 医 医 医 医 医 病 病 医 医 医; 医 医 怯.

院 院 院 院 院 院 院 E死 院 院 F完 院 ~ ト~

マ
予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
は
、
市
生

活
環
境
課
保
健
係
(
内
線
2
3
1
)
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

V
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
三
種
混
合
予
防
接
種

(
第
三
回
目
)
実
施

マ
該
当
者

l
(第
一
期
)
五
十
四
年
一
月

一
日
現
在
、二
歳
児
i
三
歳
児
で
、
一
月

j
二
月
に
一
回
i
二
回
接
種
ず
み
の
人
。

(
第
二
期
)
第
一
期
を
二
回
1
三
回
接

種
終
了
者
で
、
接
種
後
一
年
を
経
過
し

て
い
る
三
歳
児
。

マ
な
お
、
四
歳
児
i
五
歳
児
で
、
一
月
1

一
一
月
に
ジ
フ
テ
リ
ア
単
独
接
種
ず
み
の
人
。

マ
実
施
日

月3 月3 月3 月3 月3 
月

30 23 16 15 14 
日 日 日 日 日日

({r'd ~ 闘 (村 (7)¥) 

総ざ: 総ざ: 

上野21隠加積4 L 

住吉本江 村木
該

ら ら

片貝世西議 当し、 L、
町大

I也

神天 経田 下道
区

貧市民会富
ぷ~エ

11 I 11 11 I 11 
:t~ 

マ
金
付
時
間

l
各
日
共
午
後

一
時
i
二

マ
禁
忌
事
項

川
発
熱
し
て
い
る
人
、
又
は
若
し
い
栄

養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

ω心
臓
血
管
系
、
じ
ん
臓
疾
患
又
は
、

肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
を
勧
め

ら
れ
て
い
る
人
。

ω接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
人
。

ω過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に

よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る

人
。ω接

種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

小
川
そ
の
他
、
接
種
に
不
適
当
な
状
態
の

人
。
以
上
の
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
の

で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
接
種
当
日

・
朝
と
昼
の
体
温
を
計
っ
て
く
だ
さ
い

0

・
母
子
手
帳
、
印
鑑
持
参
の
こ
と
。

マ
予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
は
、
市
生

活
環
境
課
(
内
線
2
3
1
)
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

V
乳
児
検
診

月3 月3 月3 月

22 8 2 日
(村日 (羽目 ~日

時 時i午後 時 時1午後
時1103時分0午前8 時問受付

2 1 2 1 

r、た人ヲに聞月』な3こ- J月までg3、かYL3 日， よL f、た人ヲにか月にな3、J 月まで8日30二Y闘3 也a 

8 
'/)1 対

月 象
児

11 11 保健戸斤
~ 三
場

マ
三
か
月
児
検
診
時
に
こ
関
節
脱
き
ゅ

う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

V

一
歳
六
か
月
児
検
診

住
所
を
移
転
し
た

方
の
投
票
場
所

(12) 

V
母
親
学
級
(
B
コ
l
ス
)

マ
三
月
十
六
日
(
金
)

マ
時
間

l
午
前
九
時
三
十
分
i
午
後
三

時
三
十
分
(
時
間
励
行
)

マ
場
所

l
魚
津
保
健
所
講
堂

マ
対
象

l
妊
娠
し
て
い
る
人
、
又
は
家
族

マ
今
月
の
内
容

・
映
画
H
H
お
産
後
の
健
康
、
家
族
計
画

・
歯
の
衛
生

・
実
習

l
妊
娠
・
産
じ
よ
く
の
食
事

・
講
話

l
分
娩
の
生
理
(
医
師
)

・
実
習

l
赤
ち
ゃ
ん
の
扱
い
方
、
衣
類

県
議
会
議
員
選
挙
が
、
四
月
八
日
に

行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
、
他
の
市
町

村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
や
、
市
内
聞
で

住
所
を
移
転
さ
れ
た
方
の
投
票
場
所
は
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

。
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

一
一
一
月
十
二
日

(
登
録
基
準
日
)
現
在
、

住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
、
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
届
出
を
し
た
日
か

ら
引
き
続
き
三
か
月
以
上

(
昭
和
五
十

三
年
十
二
月
十
二
日
以
前
)
本
市
に
居

住
す
る
方
は
、
現
住
地
で
投
票
で
き
ま

す
が
、

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十
三
日

以
後
に
転
入
届
出
を
さ
れ
た
方
は
、
前

住
地
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

。
市
内
聞
で
住
所
を
移
転
さ
れ
た
方

一
一
月
二
十
八
日
ま
で
に
市
内
聞
で
住

所
を
移
転
し
、
市
民
課
へ
届
出
さ
れ
た

方
は
、
新
し
い
住
所
地
で
投
票
で
き
ま

す
が
、

三
月
一
日
以
降
に
届
出
さ
れ
た

方
や
、
届
出
の
手
続
き
を
し
な
い
方
は
、

従
前
の
住
所
地
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
投
票
所
入
場
券
や
選
挙

公
報
は
、
従
前
の
区
長
さ
ん
へ
行
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
合
内
線
2
0
9
へ

ど
う
ぞ
。
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お
ふ
ろ
の
入
れ
方
、
脱
き
ゅ
う
予
防
等
。

マ
昼
食
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

マ
産
休
に
入
っ
て
い
る
方
は
、
是
非
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

V
成

人

病

相

談

マ
三
月
一
日
附
三
月
十
五
日
闘
い
ず
れ

も
午
後
一
時
1
二
時

マ
場
所

l
市
庁
舎
保
健
室
(
一
階
正
面

向
っ
て
右
端
)

マ
内
容

l
医
師
に
よ
る
診
察

・
心
電
図

血
圧
測
定
、
検
尿
、
保
健
指
導
。

マ
検
査
料

l
無
料

※
希
望
者
は
一
週
間
前
ま
で
に
、
市
生

活
環
境
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

マ
三
月
五
日
間
西
布
施
公
民
館

O
午
前
十
時
i
午
後
三
時

V
百

楽

荘

に

お

け

る

老

人

健

生
後
九
十
日
以
上
の
犬
は
、
毎
年

一

O
成
人
病
食
調
理
実
習
・
健
康
相
談

康

相

談

回
申
請
し
て
、
登
録
を
受
け
、

春
と
秋

マ
三
月
十
九
日
間
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

o
三
月
十
四
日
制
午
前
十
時
三
十
分
i

に
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
す
る
こ
と
に

q
v
i
i、

!
?
h!
?ゃ
0
1
iU
i--1
;
i，

l
o
b
-
-
o

翁

菌

誼

週

日

陰

ふ

ガ

2

泡

芝

雪

す

な

詞

ω

鍾
電
器
、
山
o

る

深

、

ふ

け

山

に

名

3
)

ら

え

川

介

鍾

患

、

ら

い

い

水

せ

け

つ

富

け

育

チ

ベ

時

τ

綿引
F
H
r

紹

d
s
v
p

ガ

多

で

し

ょ

っ

煮

o

付

や

モ

ン

時

間

，

、

川

県

-
V

道

に

ん

長

し

み

れ

る

煮

7

糾
'

dιヨ族

i

d
~

拶

海

方

す

成

お

産

さ

べ

や

ヨ

刀

仔

ゆ

k
l
巳
魚

F
~川

北

地

に

に

て

を

重

食

焼

す

戸

ナ

噌

一
。
即
け
級
、
一一
官
官
叫
仰
向
訳
語

L
三

…

ι

-

P

6

/

)
…j
s
本

特

の

叩

れ

ど

呼

を

ハ

で

主

の

ン

ボ

己

一
台

1

加
タ
ら
処
罰

w
f
d
E…
伽

一

立

川

又

始

順

一

畑

一W

魚

戸

引

か

h
v

』

F
p
t
J
@
m
m
F一一一一一一
P
一

魚

す

~

は

岸

一

リ

。
よ

な

o

原

フ

才

一
討

バ

ハ

d
m調
震

警

守

明

姉

制

航

仰

苅

U
。札

鵬

凶

。初

尽

力

点

d
L
川

ρytU一督
wv
性

く

水

卵

ず

ル

塊

ま

た

い

。っ

式

市

長

炉

凋

今

い

円

以

)

河

水

広

は

産

ら

ゴ

卵

の

れ

あ

。
っ

①

②

司

容

4
0

・4

お
A

F

)

戸
¥

冷

で

ん

の

足

に

の

生

と

と

。
ょ

っ

沼

稲

ぶ

明

¥

ま

だ

冬

m
草

こ

り

で

る

。し

官

。1
j
-
G
'v
h
u
j
L
Z
!
b
O
d
o
-
-
G
ky
--
g
G
1
a
u
--uvv
ふ

(
松
倉
)

O
午
後
一
時
1
午
後
三
時

O
健
康
相
談
健
康
体
操

十
二
時

0
内
容

l
薬
剤
師
に
よ
る
講
話
・
個
別

判
明
点
火

4
R
1
一ヨ
ロ

O
三
月
二
十
八
日
附
午
前
十
時
三
十
分

i
十
二
時

0
内
容

1
健
康
体
操
(
市

・
体
育
指
導

員
)

個
別
相
談

愛
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

忘れずに!!

な
っ
て
い
ま
す
。
春
の
予
防
注
射
は
次

の
日
程
で
行
い
ま
ず
か
ら
、
最
寄
り
の

会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
登
録
手
数
料
二
千
円

マ

注

射

料

一

千

円

マ
注
射
済
交
付
手
数
料
三
百
円

マ
四
月
二
日
間

九
時
1
九
時
三
十
分西

布
施
公
民
館

十
時
i
十
時
三
十
分
天
神
公
民
館

十

一
時
1
十

二

時

片

貝

公

民

館

マ
四
月
三
日

ω

九
時
i
九
時
三

O
分
石
垣
公
民
館

十
時
i
十

一

時

加

積

公

民

館

十
一
時
三
十
分
i
十
二
時

江
口
江
幡
三
治
宅

マ
四
月
四
日
附

九
時
i
十

時

上

中

島

公

民

館

十
時
三
十
分
1
十
一
時

松
倉
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

十
一
時
三
十
分
1
十
二
時

北
山
鉱
泉
前

マ
四
月
五
日
附

九
時
1
十

時

日

力

十
時
三
十
分
i
十
二
時経

団
福
祉
会
館

青
島
社
宅

マ
四
月
六
日
樹

九
時
i
十

一
時

十
三
時
i
十
五
時

マ
四
月
七
日

ω

九
時
i
十
時
農
協
上
野
方
支
所

十
時
三
十
分
i
十
一
時
三
十
分

住
吉
小
学
校

魚
津
保
健
所

村
木
小
学
校

大
町
小
学
校

マ
九四十
時月三
1 八 時
十 日 i
二 (日)十
時五

時

市
役
所

は
同
一
同
一
平
井
病
院
一
猷
鉱
岬
0
8
8
8

日
日
一
側
一
深
川
病
院
一
餅
馴
岬
5
7
8
0

日
日
一
間
一
船
崎
医
院
一
部
@
岬
3
9
1
2

幻
自
一
附
一
堀
井
医
院
一
酎
@
晴
0
1
0
0

お
日
一
回
一
森
本
医
院
一
説
一
占
1
2
5
3

一一一同一
回
一
桝
崎
医
院
一
軒
供
一庁

3

9

9

( 1月末現在)

(13) 

ロ人

200，75km' 

7.9km 

12，816戸

23，834人

25，622人

49，456人

の市

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計



第三種郵便物認可・・........昭和54年 3月1日発行広報うおづ……・・あなたと市政をむすぷ

「
家
庭
の
日
」
普
及
推
進

大
会
の
開
催

心
身
と
も
に
健
全
な
青
少
年
を
育
成

す
る
た
め
「
家
庭
の
日
」
を
定
め
、
家

族
は
も
ち
ろ
ん
社
会
全
体
で
、
明
る
く

健
康
な
家
庭
を
つ
く
る
よ
う
、
広
く
市

民
に
呼
び
か
け
る
た
め
、
次
に
よ
り
推

進
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
ぞ
っ
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

六
日
時
三
月
二
十
四
日
出

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

一
、
会
場
市
役
所
三
階
大
会
議
室

一、
主
催

青
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議

一、テ
l
マ

(内
容
)

市
内
小
中
学
生
に
よ
る
「
家
底
の
日
」

に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
か

ら・
家
族
み
ん
な
で
話
し
あ
う

・
家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
あ
う

・
家
族
み
ん
な
で
力
を
だ
し
あ
う

「
耳
の
日
」
の
相
談

三
月
三
日
は
、

「
耳
の
日
」
で
す
。

最
近
ち
ょ
っ
と
耳
が
遠
く
な
っ
た
か
な

!
?
補
聴
器
の
調
子
が
、
ち
ょ
っ
と

悪
い
か
な
?
と
い
う
人
は
、
是
非
お

い
で
く
だ
さ
い
。
当
日
は
耳
の
検
査
、

補
聴
器
の
修
理
を
い
た
し
ま
す
。
診
察

や
聴
力
検
査
な
ど
は
無
料
で
す
。

な
お
、
当
日
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
手
帳

を
交
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
印
鑑
だ

け
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

O
日
時
三
月
三
日

ω

受
付
時
間
午
前
十
時
か
ら

正
午
ま
で

市
民
会
館
二
階

0
場
所

母
子
家
庭
の
み
な
さ
ん
へ

"易
六
千
円

七
千
円

八
千
円

H

一
万
円

H

一
万
五
千
円

H

一
万
七
千
円

H

一
万
七
千
円

H

一
万
九
千
円

" 

20，000 

100，000 

30，000 

81，000 

10，000 

10，000 

10，000 

10，000 

50;:000 

3，000 

5，000 

5，000 

30，000 

71，000 

富・呉羽町野口
シャンプ-88コ
洗濯粉 45箱
石けん 30コ

ジャム24びん

もち米14kg

打~Jí 1枚

京あめ55袋

雑 布 39枚
オムツ65枚
おはぎ

日本民生文化協会 シングルレコード11枚

青島青空母親クラブ 青島 雑 布 83枚

大崎忠側中央通り ょうかん60本

白倉美容院 双葉町ヒ‘ユーティ・シャボン20枚
ガーゼ ・ノ、ンカチ50枚

100，000問
金 井 俊 一 剣 路 市 入 舟 町
西田彦衛朝日町月山268

社団法人 富山県善意銀行
富 ・東団地方町

野畑正憾黒 ・荻 生

富山県幹苦悶龍員 富・新総曲輪

NHK富山放送局 J/ 3のl

吉島美喜子大光寺

野村文夫六郎丸

佐々木てい文化町

五島のぶ文化町

高岸浅次郎諏訪町 3区

髪口吉雄岡経団

滑川市連合婦人会

堺トキ子本町1-9-2

石川農園 ・大村雅 紹 大光寺

新川ヴィーラ後援会

富山花王製品版指楠

。
各
種
学
校
は
月
額
一
万
円
以
内

。
た
だ
し
日
本
育
英
会
等
の
他
の
奨
学

金
制
度
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

。
申
請
書
の
提
出
先

。
市
役
所
社
会
福
祉
課
へ

。
詳
細
に
つ
い
て
は
三
由
母
子
相
談

員
に
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

保
育
科
生
徒
募
集

富
山
県
立
雄
峰
高
等
学
校
で
は
次
の

よ
う
に
保
育
科
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま

す。そ
の
目
的
は
、

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
一
般
女
子
、

勤
労
女
子
の
教
養
を
深
め
、
特
に
保
育

に
関
す
る
専
門
的
教
養
と
知
識
を
習
得

さ
せ
て
、
特
に
将
来
保
母
と
し
て
の
実

力
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

修
業
年
限
二
か
年

募
集
人
員
約
八

O
名

出
願
期
間
三
月
二
十
六
日
間
正
午
ま

で

く
わ
し
い
こ
と
は
、

富
山
市
赤
江
町

一
ノ
四
五
富
山
県
立
雄

峰
高
等
学
校
8
0
7
6
4
1
4
1
4
9

5
1
へ
ど
う
ぞ

電
話
用
配
管
は
太
田
に

新
、
増
改
築
の
際
は
電
話
の
種
類
に

応
じ
た
配
管
を
し
て
く
だ
さ
い
。

、、

市
民
会
館
で
の
催
物

今
月
大
ホ
1
ル
で
の
催
物
は
、
次
の

滑 ・三 ウ司会7

大光寺

小川寺

黒 ・欄

、I
，r'
a岨
.

・・・・・・'''EE
、、

高
校
、
大
学
、
各
種
学
校
へ

進
ま
れ
る
方
へ

五
十
四
年
度
の
母
子
福
祉
資
金
の
修
学

資
金
、
修
業
資
金
の
貸
付
を
受
付
け
て

お
り
ま
す
。

。
申
請
提
出
期
日

三
月
一
日
i
三
月
二
十
四
日

。
借
り
ら
れ
る
金
額

公
立
高
校
一
般

H

特
別

私
立
高
校
一
般

H

特
別

公
立
大
学
一
般

H

特
別

私
立
大
学
一
般

H

特
別

大城 宗利

八倉巻義忠

高松コト

大谷 清瑞

桜井高校生

、
例
え
ば
、
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
の
場
合

は
太
田
(
二
五
ミ
リ
)
で
三
カ
所
以
上

の
配
管
が
必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
g
n
1
4
9
9
4
(
無

料
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
の
申
込
み
移
転
等
に
つ

い
て
は
g
n
|
1
0
0
0
(
無
料
)
へ

お
か
げ
く
だ
さ
い
。
魚
津
電
報
電
話
局

と
お
り
で
す
。
皆
様
の
ご
来
館
を
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

画大会壇

(お

奏会奏楽都諭吹世魚津高

ピ 春

能老芸大全人

たや ア σ3 
{崖

っの、劇場こ
ノ

謡祭民

機奏尭表会

物

太郎 り
名

一 一 一
十八

十

十七
十 五十 十

と
日 日

日 日
午後日

日
午十前

午前十時
午前十時 午後，時、

午後 き

時 時 時

理持参整券

一 一 無
由自指定

無

。。円 入

0 0 円四 料 料
場

000円五0 0 円 料

富ア山

(教育言会重劇や宅お、島
立昔委塁桂握校魚津高 読書会後撞只簡夫

郭 魚

声 津 王

レ
{崖

放送ピ
~ 、 市

者
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高
齢
者
の
た
め
の
軽
作
業

-V老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち

推
進
事
業
会・

市
で
は
今
年
も
四
月
か
ら
、
お
年
寄

の
心
身
の
健
康
の
増
進
を
は
か
る
目
的

で
、
軽
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

作
業
の
内
容
は
、
市
の
公
共
建
物

・

公
園
の
清
掃
及
び
草
む
し
り
な
ど
の
簡

単
な
も
の
で
す
。
期
間
は
、
四
月
か
ら

十
月
末
日
ま
で
の
う
ち
、
土
、
日
、
祝

祭
日
、
雨
の
日
を
除
い
て
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

作
業
に
従
事
さ
れ
た
日
数
に
応
じ
て
謝

礼
(
一
日
一

、
三
O
O円
)
を
一
週
間
ご

と
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
み
の
資
格
は
、
市
内
に
住
ん
で

お
ら
れ
る
満
六
十
歳
以
上
で
、
健
康
な

方
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。
市
建

設
課
ま
で
申
込
書
に
健
康
診
断
書
、
住

民
票
を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

適
当
と
認
め
ら
れ
た
方
に
は
通
知
書
で

h
p
 

圃
際
児
童
年
の

シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク

ご
案
内
し
ま
す
。

申
込
み
の
締
切
は
三
月
三
十

一
日
ま

で
で
す
。
詳
し
い
事
は
建
設
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
内
線
2
7
6
番
)

ネ
ズ
ミ
講
は
全
面
禁
止

開
設
・
運
営
・
勧
誘
は

処
罰
さ
れ
ま
す

〔
開
設
・
運
営
〕

International Year 
of the Child 1979 

、子供は民族の宝、世界の宝山

匿名 6，818円

魚津カトリ ック教会婦人会 9，900 

高島昌 一三ケ 30，000 

橋本正三新角川一 丁 目 30，000 

藤井 庄助東町 30，000 

魚津電報電話局庶務課長和田重信

中日新聞5部1か月

肩かけ20枚

古切手1147枚

雑布83枚

浜元善郎新角川一丁目 30，000 

高島専太郎 三ケ 10，000 

真成寺信行会 ・長教寺H昌題会一同
16，600 

2，361 

3，393 

3，940 

東京都昭島市福島町998
31，687 

匿 名 100，000 

浜元誠二 新角 川一丁目 30，000 

専光寺寒修行者一同 50，000 

勝岡 末松 浜経 団 100，000 

浜多善光本町二丁目 20，000 

窪 孝 之 大 町 小 学 校 3年 500 

斉藤 和男 大海寺新大杉団地 20，000

加積保育 園 母 の 会 衣類57点

富 山県鮭鱒漁業協同組合
版 和54年版カレンダ-50本

火の宮
か っぱえびせん 280袋

孝吉大光寺
指圧式自動マ ッサージ機 1台

ネ
ズ
ミ
講
を
開
い
た
り
、
運
営
し
た

者
は
、
三
年
以
上
の
懲
役
、
ま
た
は
三

百
万
円
以
下
の
罰
金
で
す
。
場
合
に
よ

っ
て
は
、
こ
れ
ら
懲
役
と
罰
金
が
併
科

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〔
勧
誘
〕

ネ
ズ
ミ
講
に
加
入
す
る
こ
と
を
勧
誘

し
た
者
は
、

二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

な
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
職
業
的
に
勧

誘
し
た
者
に
つ
い
て
は
罰
も
重
く
、

一

年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
三
十
万
円
以

下
の
罰
金
で
す
。

石 野保子 大光寺

三共石油吉島

青 空母親クラブ 青 島

大
城
さ
ん
市
へ
百
万
円
寄
付

去
る
二
月
十
四
日
に
、
末
広
町
三
番

二
十
二
号
大
城
道
雄
さ
ん
よ
り
市
に
百

万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
亡
父
太
郎
氏
(
眼
科
医
)
の
遺
志
に

基
づ
い
て
社
会
福
祉
事
業
に
と
送
ら
れ

た
も
の
で
す
。

市
で
は
こ
の
尊
い
ご
意
志
を
な
が
く

っ
た
え
る
た
め
基
金
を
設
け
て
、
視
力

障
害
者
福
祉
事
業
に
役
立
て
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。

L

P
ガ
ス
の
保
安
点
検

三
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
の
消
費
設
備
の
保
安
点
検
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。魚

津
地
区

本
町
一
丁
目

H

二
丁
目

宮坂喜美子 大海寺新

愛の募金箱経団福祉センター

匿名

胸高山グループ

二
五
八
戸

四
二
戸

中
央
通
り
二
丁
目
二

O
戸

金

浦

町

一

四

三

戸

鴨

川

町

六

六

戸

点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。
詳
し
い
事
は
、
同
セ
ン

タ
ー
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

E
M

|
5
3
4
0
 

『ゴ
ム
キ
ャ
ッ
プ

着
け
て
無
く
そ
う

う
っ
か
り
事
故
』

未
使
用
コ
ッ
ク
の
誤
操
作
に
よ
る
事

故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。芳 枝

。。

越野

島津
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魚

津

町

奉

行

所

市指定昭和27年 4月1日

所在双葉町6番 2号

寛
永
十
七
年
、
本
保
嘉
右
衛
門
が
魚
津
町

奉
行
並
び
に
郡
代
役
を
勤
め
た
が
、
万
治
三

年
八
月
よ
り
郡
代
役
と
わ
か
れ
、
岡
田
十
右

衛
門
が
町
奉
行
と
な
り
、
本
町
い
っ
さ
い
の

政
務
を
つ
か
さ
ど
り
、
あ
わ
せ
て
新
川
一
郡

の
御
詰
米
・
御
詰
塩
の
こ
と
を
裁
許
し
た
。

そ
の
後
、
盗
賊
方
裁
許
あ
る
い
は
郡
奉
行

を
兼
帯
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
奉
行
は
、
人

持
及
び
頭
役
の
う
ち
か
ら
任
ぜ
ら
れ
、
知
行

は
千
石
以
上
で
あ
っ
た
。
そ
の
下
役
に
は
下

裁
許
四
名
が
お
り
、
そ
の
事
務
を
つ
か
さ
ど

り
、
奉
行
不
在
の
時
は
そ
の
代
理
を
勤
め
、

そ
の
下
に
は
足
軽
十
人
が
付
属
し
て
雑
務
に

従
事
し
た
。

その(24)

昭和54年 3月1日発行

さ
む
ざ
む
と
奉
行
所
跡
の
花
入
手

紫

紅

広報うおづ…あなたと市政をむすぷ

( '¥ 

「
指
人
形
づ
く
り
」

。。

川
原
保
育
園
ぞ
う
組
担
任
保
母

あ
つ
子

ま
す
。一

一
月
に
始
め
た
紙
粘
土
づ
く
り
か
ら

人
形
を
型
ど
り
、
二
度
三
度
と
和
紙
を

重
ね
貼
り
し
て
よ
う
や
く
色
つ
け
で
す
。

絵
筆
を
し
っ
か
り
握
っ
て
目
を
描
き
入

れ
て
い
る
子
、
気
に
入
っ
た
色
を
出
そ

う
と
懸
命
の
子
|
|

「わ
l
い
、
で
き
た
で
き
た
」

「
僕
の
は
孫
悟
空
だ
ぞ
」

塗
り
終
わ
っ
た
子
ど
も
達
か
ら
さ
っ
そ

く
指
人
形
ご
っ
こ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
行
わ
れ
る
お
別
れ
会
で
は

自
分
達
で
お
話
を
つ
く
っ
て
小
さ
い
子

ど
も
達
に
見
せ
て
や
り
、
こ
の
指
人
形

も
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
予
定
で
す
。
さ
て

ど
ん
な
人
形
劇
に
な
る
こ
と
や
ら
。

一V
編

葉

子

&

一

る
大
水
害
の
特
報
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

可

主

m
e
z
-
-・
4

そ
の
後
は
月
二
回
発
行
の
時
期
な
ど
も

あ
り
、
市
の
発
展
と
と
も
に
順
調
に
版

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
身
近
な
広
報
づ
く
り
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
要
望
、
ま
た

ざ
ん
新
な
ア
イ
デ
ア
な
ど
ど
し
ど
し
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
は
次
へ
ど
う
ぞ
。

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
十
番
一
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
広
報
広
聴
係

宮
内
線
2
3
8
番

園
生
活
最
後
の
記
念
製
作
に
と
り
く

む
子
ど
も
達
。
初
め
て
ク
レ
ヨ
ン
を
手

に
し
た
な
ぐ
り
描
き
の
頃
か
ら
自
分
の

考
え
や
感
じ
を
表
現
で
き
る
ま
で
に
成

長
し
ま
し
た
。
そ
し
て
卒
園
。
今
、
子

ど
も
達
の
胸
は
間
近
か
に
な
っ
た
小
学

校
入
学
を
前
に
大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
い

H

春
一
番
。
が
吹
く
と
日
ざ
し
も
暖
か

さ
を
増
し
て
く
る
。
春
の
語
源
は
「
発

る
」
と
か
「
張
る
」
で
、
万
物
に
生
気

が
み
な
ぎ
る
あ
り
さ
ま
、
特
に
植
物
の

芽
が
ふ
く
ら
ん
で
く
る
様
子
を
表
わ
し

た
も
の
と
い
う
。

広
報
う
お
づ
三
月
号
(
通
巻
四

0
0

号
)
を
お
届
け
し
ま
す
。

広
報
第
一
号
は
、
市
制
発
足
の
年
、

二
十
七
年
八
月
一
日
に
発
行
口
実
は
そ

れ
よ
り
先
の
七
月
一
日
に
、
市
史
に
残

板

倉

企写真は板倉あつ子さん

印刷/魚津印制株式会社


